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posal for a new Ethical Document）」の「4.1.人権および人間の尊厳（Human
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える。また既に引用したNASＷの倫理綱領の一文、「ソーシャルワーク専門
職の第一の使命は、人々の幸福（well-being）を増進（後略）」するために「（前





























































⑵ 教育機関にとっても IFSW の「ソーシャルワークの定義」は国際的ス
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タンダード文書であるといえる。国際ソーシャルワーク学校連盟
（IASSW）による2002年の「ソーシャルワーク教育・訓練の国際基準に
関する討議文書（Discussion Document on Global Standards for Social
 
work Education and Training）」でも、ソーシャルワーク教育の中核と
なる目的は、この IFSW「ソーシャルワークの定義」に要約されている
と述べられている。
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